
取組事例紹介

働き方改革応援レシピ

年休の取得時季の指定でプラスワン休暇を

・労働者は長期休暇を取得することにより、健康増進・リフレッシュをすることができる。
・助成金により、活用した社労士のアドバイスに基づき、年次有給休暇取得と併せて、労働時間削減を行い、

36協定の上限を見直した※。

年次有給休暇の取得率を向上し、残業時間も短縮するため、年次有給休暇の計画
的付与制度を導入した。

◆計画的付与制度導入時は次の事項について労使協定を締結する必要がある。
○対象労働者の範囲
○対象となる年次有給休暇の日数(有給休暇の日数のうち５日を超える部分のみ)
○計画的付与の具体的な方法(付与日等)
○対象となる年次有給休暇を持たない者の扱い等

全業種向け

業種：製造業 従業員数：80名

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！

① ②

④③

～年次有給休暇取得促進のための工夫～

忙しくてすぐにでも人が欲
しいのに、募集してもなか
なか人が来てくれない。

ただでさえ人が少な
いのに休まれたら困
るよ。

ゴールデンウィークやシルバーウィークなどの飛び石
連休の出勤日に年次有給休暇を取得させることで企業
の負担を減らしながら、長期休暇を確保できる。

【例：就業規則等変更費用
（社労士経費等）助成】

○時間外労働等改善助成金
（職場意識改善コース）
助成率最大 ８０％かつ
上限額最大 １５０万円

◆助成金には一定の要件が
あります。
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お困りですね。今は休暇が
取りやすいかどうかも注目
されますよ。
年次有給休暇は取得しやす
い環境ですか。

たとえばお盆やゴールデンウィークなどの期間に、年
次有給休暇の取得時季を指定して、従業員全員に長期
休暇を与えるようにしてみてはどうでしょうか。
長期休暇のアピールができますよ。

就業規則の変更
経費に助成あり！

お盆に年次有給休暇の取得時季を指定し、労働者の
年次有給休暇取得率アップにつなげました。取得率
が高いことをアピールし、人材確保につながりまし
た。

人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！
No.26

でもこのままではなかな
か人は採用できません。
何か工夫してみてはどう
ですか。

※印部分：「AICHI WISH企業認定制度」
「36協定上限引下げ★」に該当

詳しくは当センター特設サイトへアクセス 愛知働き方改革推進支援センター► 検索
QRコード
でもアクセス
可能です！

愛知働き方改革推進支援センター【平成31年度厚生労働省・愛知労働局委託事業】
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